
 

 

 

 

 

 
 

 

 本日は、ｶﾞﾊﾞﾅｰ訪問の日です。2010 -2011 年度国際ﾛｰﾀﾘｰ 2600 地区 綿貫隆夫ｶﾞﾊﾞ

ﾅｰさんと小口政博諏訪ｸﾞﾙｰﾌﾟｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐さんをお迎えしての例会となります。綿貫ｶﾞﾊﾞﾅ

ｰさんは、現在中野市にお住まいになり特許弁理士さんとしてご活躍なさっております。長

野西ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞに所属しておられます。ようこそ岡谷ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞにおいで下さいました。ｸ

ﾗﾌﾞ会員全員で歓迎いたします。のちほど報告ならびに卓話をいただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

いよいよ秋らしく野や、山の紅葉も色づいてきました。読書の秋、食欲の秋、ｽﾎﾟｰﾂの秋、

一年の中でも非常に過ごしやすい時期だと思います。しかし今年の夏の猛暑、その疲れ

が今頃出てくるのではないかと心配です。どうか会員の皆様も暴飲、暴食などに気をつけ、

しっかり睡眠をとって、健康に留意なさって頂き、またなんとか、この年度は、会員一同増

強に向かって一丸となっていきたいと思います。 

 

 

 

 

· 「みんなでまちづくり集会」開催の案内が届いております。(詳細は事務局まで) 

· 先週のｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑの結果をﾘｽﾄにて各ﾃｰﾌﾞﾙにお配りました。目を通して頂ければと思

います。 

【例会変更】 

松本西南 RC=11/2→1(月)3 ｸﾗﾌﾞ合同夜間例会に変更。11/23(火)法定休日。ﾋﾞｼﾞﾀｰ受付

は 11/2 12 時～13 時例会場にて。 

 

 

 

幹 事 報 告 

会 長 挨 拶 
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社会奉仕委員会  10/17(日)am6:30 より諏訪湖一斉清掃が行われます。体育館裏湖畔

公園集合です。よろしくお願いします。また、岡谷市障害者福祉推進実行委員会より福祉

ﾊﾞｻﾞｰへの出品依頼が届きました。身の回り品で衣食住に関係するもの。（名入れ品不可）

10/26 の例会までに事務局へ出品者名が分かるようにしてお出し下さい。 

親睦委員会  次週は親睦ゴルコンペ(諏訪湖 CC)、夜間例会（ﾎﾃﾙ岡谷 6：30）となります。

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 今日はとても楽しみにして来ました、岡谷には若い頃に弁理士の仕事で

私的財産等のお話を企業さんを集めてしました。2 カ月に 1 回程の泊まり

で来ていましたので、懐かしいです。 

 

ｶﾞﾊﾞﾅｰの仕事が分からなくて「盲蛇に怖じず」かも知れませんが、ためになるかも知れな

いので受けてみます。といったのがいまこうなっています。国際協議会へ行ったりいろいろ

と勉強するにつけて、私があまり深く考えてみなかった世界だったけれどもこれはすごいな

とびっくりもしたり嬉しくも思っております。と言いますのも７０歳を超える私の人生ですが、

仕事きりで結局自分中心で世の中動いてきた気がするんです。それで人生いいのかなと

思い２つのことを考えました。一つは自分を抜きにして人のことを考えられるような行動があ

ってもいいんじゃないか、それが自分の満足や誇りになるようにならなければいけないんじ

ゃないかなと痛切に思うようになってきました。もう一つは勉強は死ぬまでいくらでもあるん

だと、これは組織の勉強や技術の勉強だけではなく、心の勉強のようなものを最後までし

なければ人間として務めを果たしていないなと思っていたからです。 

 

国際協議会に参加して、ＲＩ会長ｸﾘﾝｷﾞﾝｽﾐｽのﾃｰﾏに地域を育みとあります。私が共感

したのはﾛｰﾀﾘｰがよって立つのは地域だ、そこに住む人たちが、そこで生まれ育って一生

やっていく中での地域とのかかわりあいのところにﾛｰﾀﾘｰの心が息づいているような、また

そうでなければいけないかなと理解しました。世界中の地域を大事にする人のためにお互

い連携をとってやれることはやってあげ、それを嬉しさに結び付けていく、そういう生き方が

できるようなﾛｰﾀﾘｰ活動でありたい。最後はﾛｰﾀﾘｰ活動したことによって世界の平和が実

現できるように一歩でも近づいていけるようなﾛｰﾀﾘｰでありたいというお話をされました。 

 

いまﾛｰﾀﾘｰの在り方を大きく変えていくという方向にあります。人々の考え方や地球のさ

まも変わってきているのですから。そこから DLP.CLP という形で言われております。 

いま、6 つの日本の地区がﾃｽﾄｹｰｽで実行してやってます。試行錯誤しながら 3 年後に

は定番を決めて行きましょう。従って 3 年たったらﾛｰﾀﾘｰは新しいｼｽﾃﾑの中でやることに

なります。 
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また、補助金も人道の問題や青少年の教育とか地球上の大きな問題についてはﾛｰﾀﾘｰ

がやれるものを決め、それに対しては積極的に出しましょうという、だったら一つのｸﾗﾌﾞで

はなく世界中のﾛｰﾀﾘｰと連携とりながら大きな予算をこなしながら、ﾛｰﾀﾘｰはこれをやって

いますよと外にも訴えていくような考えがあるように私は理解しています。これは国際の方

向であります。 

今、日本の方向でみますと会員が少なくなっていると話題であります。1 位の日本の場

合は 30％くらいがここ１０数年で減少しているんだそうです。次はｵｰｽﾄﾗﾘｱで 6％です。1

位と 2 位とでは格差があります。大変な問題だと感じます。日本のﾛｰﾀﾘｰが潰れちゃうんじ

ゃないか、理由はいろいろあると思いますが、ﾛｰﾀﾘｰが潰れるというよりは日本が潰れちゃ

う話だと思います。 

また、特に役員の成り手がないという話も聞きます。人手不足からというのもありますが、

けして人材不足ではないんですよ。ﾛｰﾀﾘｰの機構を改革していく中で負担になることを無

理して続けるだけがﾛｰﾀﾘｰの発展じゃないと思いますので、ﾛｰﾀﾘｰの原点はしっかりぶれ

ないように持つと同時に今の時代のなかでの分析で省けるものはどんどん省いてもいいん

じゃないでしょうか。 

 

「一日人生」というﾀｲﾄﾙで自分で感じたことを本にして親しい皆さんにお配りしたことがあ

るんですが、ﾛｰﾀﾘｰとしては一日人生も良いんですが「一日ﾛｰﾀﾘｱﾝ」が良いかなと思った

りするんですよ。というのは例会の日だけとか、用事のある日だけﾛｰﾀﾘｱﾝじゃなくて朝起き

た時からﾛｰﾀﾘｰの人が生きる生き方はこんな姿勢でこんな思いで行動してるんですよって

ものを一日夜くらいまでだったらやってみたらいいんじゃないかなと思うんですね、それを

次の日の朝も清々しい所で、よし今日も一日くらいはﾛｰﾀﾘｱﾝっていう風な気持ちでやって

続けていけば、なんかだんだん人生が前向きに明るくなってくるんじゃないかなと気がする

んですよ。 

 まとめみたいな話になりますが、ｶﾞﾊﾞﾅｰやるんならｴﾝｼﾞｮｲしてやって下さいよって、長野

西ﾛｰﾀﾘｰの会長に言われたんで、ええそうします。と言って今もｴﾝｼﾞｮｲしてるつもりなんで

すけれど、せっかくﾛｰﾀﾘｰに入たら、やっぱり人生ここに入っているからﾊｯﾋﾟｰだなって言

えるような毎日でありたいと思うんです。浮き沈みに関係なく、浮き沈みはﾛｰﾀﾘｰにいようと

いまいとあります。だとしたらベクトルはいつも前向きで、心はいつも明るい方向に向いて

いるのがﾛｰﾀﾘｰの世界ではないかな、ﾛｰﾀﾘｰへ出かけて行った日はなんてﾊｯﾋﾟｰなんだ

ろう、嬉しい俺は人間性が発揮出来てるんだ、良い環境だなﾛｰﾀﾘｰ環境万歳、この喜びを

世界中に広げようという気持ちが一番素直にある。これがﾛｰﾀﾘｰかなと私は今思っている

わけです。そんな意味でﾛｰﾀﾘｰに入って待っててもﾛｰﾀﾘｰは何も与えてくれない気がしま

す。そうではなくてﾛｰﾀﾘｱﾝとしてこういう風に生きなってことをやっていくときに実は廻りを

見回したときにみんなもﾛｰﾀﾘｱﾝとしてやってくれてたっていうのがﾊｯﾋﾟｰを生んでいくもの

なんだろうな、そんな風に思っております。 

私はそう思ってあと半年間やっていきたいと思いますのでよろしくお願いします。ありがと

うございました。 

 

 

 諏訪ｸﾞﾙｰﾌﾟｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 
小口 政博 様 



 

 

 

 

 
 

 

井上保子・牛山幸一・梅垣和彦・太田博久・小口成人・小口雅弘・小口泰史・尾関

秀雄・笠原祥一・笠原新太郎・北澤洋之介・小松正二・白鳥修次・高木昭好・竹村

一幸・中嶋孝一・濵 透・濵 俊弘・林 裕彦・林 靖高・原 史郎・平沢清文・

藤森睦美・宮坂宥洪・宮坂宥澄・宮澤由己・矢崎宏明・矢島 進・矢島 實・山岡

晴男・山岡正邦・山岸邦太郎・林広一郎  本日はｶﾞﾊﾞﾅｰ公式訪問です。綿貫ｶﾞﾊﾞ

ﾅｰと小口ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐の訪問を歓迎します。 

 

会員数４６名、出席者３４名、出席率７３.９１％、前々回訂正７３.３３％ 
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